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もって運営している｡ オース トラリアもイギリスも厳格に基準を設けているが､必ずしも､うま

くいっているとは限らない｡あまりにも厳格過ぎて､教員はプレッシャーを感じている｡ なぜな

ら､自らが教員としての資質を証明するのに､ドキュメントをファイルしなければならないから

である｡

イギリスの SEDA は､教員の質保証のために認定プログラムを作成しているが､ダルハウジ

ー大学の認定書プ ログラムはどのように認定されているかとの質問に対して､カナダでもSEDA

のようなスタンダー ドを作成してはどうかとの意見が出されている｡ ウインザー ド大学 Alan

WrightがSEDAプログラムのメンバーで､近い将来､検討されるかもしれない｡

カナダの大学では､多様な認定書プ ログラムを提供している｡ すべてのカナダの大学のCTLが

認定書プログラムを提供しているわけではないが､たとえば､クイーンズ大学では ､Graduate

CertificateforSupervisionの認定書プログラムを提供しているし､UBCは､Certificatefor

ScholarshipofTeachingandLearningという教員のための認定書プ ログラムを提供している｡

これらは､すべてコミュニティのニーズに対応したものである｡

1-2.BonnieBest-FlemingとJasmineWalshへの聞き取り調査

本調査の大学教員の任用や昇進の実態を知るうえで､大学の内部で管理している担当者からの

聞き取り調査は重要であるとの認識から､CLT リン･テイラーが標記の二人を紹介してくれた｡

まず､二人について簡単に説明する｡ BonnieBest-Flemingは､労働雇用公正担当オフィサー

(EmploymentEquityOfficer)である｡ 彼女の名刺は点字入りであった｡JasmineWalshは､大

学教職員関連担当ディレクター (Director,AcademicStaffRelations)で､大学教員の任用 ･昇

進などに関して独自で調査して､学部学科および大学に意見を述べる部署であって､二人に大学

内部の事情について聞くことができた｡その内容は以下のとおりである｡

カナダでは､大学教員は ｢公務員(CivilServant)｣ではなく､それぞれの州政府で雇用され､

大学が管理する｡ 大学間による格差はなく､公立大学として運営される｡ 大学の運営費は､州政

府からであるが､州政府が大学を運営することはない｡

ダルハウジー大学は､約 850-900人のフルタイムの教員がいる｡ 教員の身分は､講師､助教

授､准教授､教授である｡ 一般的に､講師の身分で雇用される場合は､Ph.D.の学位を取得して

いない場合で､講師として雇用され､学位取得後に助教授に昇格する｡｢労働協約｣では､講師と

して雇用できると規定されている｡講師の場合､1-2の講義を担当するだけで､研究や管理運営

の責任はない｡テニュア ･トラックの雇用形態は､最初に､仮雇用 (Probation)され､次に､テ

ニュア ･トラック (3年)と続く｡ カナダの場合､アメリカに比べて教員組合が強力である｡ 約

もって遜′岩している.オース トラリアもイギリスも厳格に基準を設けているが,必ずしも､うま

くいっているとは限らない｡あまりにも厳格過ぎて､致ilはプレッシャーを感 じている.なぜな

ら､自らが教員としての資質を証明するのに､ ドキュメントをファイルしなければならないから

である｡

イギリスの SEDAは､教員の質保証のために認定プログラムを作成しているが､ダ/i,-ウジ

ー大学の認定手Fプログラムはどのように認定されているかとの質問に対して､カナダでもSEDA

のようなスタンダー ドを作成してはどうかとの滋兄が出されている.ウィンザー ド大学 AJan

WrlghtがSEDAプログラムのメンバーで､近い将来､検討されるかもしれないQ

カナダの大学では､多様な音替定里芋プログラムを提供しているOすべてのカナダの大学のCTLが

認定空Fプログラムを提供しているわけではないが､たとえば､クイーンズ大学では ､Graduate

CertlflCateforSupervISIOnの認定空手プログラムを提供しているし､UBCは､CertlflCatefor

ScholarshlpOfTeachlngandLearnlngという教員のための認定軒プログラムを提供しているo

これらは､すべてコミュニティのニーズに対応したものである｡

1-2 BonnleBest-FlemlngとJasmlneWalshへの聞き取り調査

本調査の大学教員の任用や刀進の実態を知るうえで､大学の内部で背骨している担当者からの

Fiiは 取り調査は韮聖であるとの認織から､CLT リン ･テイラーが標記の二人を紹介してくれたC

まず､二人について簡上削こ説明する｡BonnleBest-Flemlngは､労働雇用公正担当オフィサー

(EmploymentEqultyOfflCer)である.彼女の名刺は点字入りであったoJasmlneWalshは､大

学教職員l業J逃担当ディレクター (DLreCtOr,AcademicStaffRelat10nS)で､大学数fiの任用 ･昇

進などにL葵JLて独自で調査して､学部学科および大学に意見を述べる部署であって､二人に大学

内部の王l輔'fについてFIETJくことができた｡その内容は以下のとおりであるO

カナダでは､大学教員は r公務員(CIVllServant)｣ではなく､それぞれの州政府で雇用され､

大学が管理する｡大学間による格差はなく､公立大学として遊鴬される.大学の運営於は､州政

府からであるが､州政府が大学を運営することはない｡

ダルハウ./-大学は､約 850-900人のフルタイムの教flがいる｡数日の身分は､講師､助教

授､離教授､教授である｡一般的に､講 師の身分で屈用される場合は､PhDの学位を取得して

いない場合で､冨井師として磁用され､学位地相後に助教授に昇格するO｢労働協約｣では､喜段師と

して雇用できると規定されている｡雷推師のif勤I合､1-2のElq義を担当するだけで､研究や背理運営

の野任はない.テニュア .トラックの雇用形態は､瓜初に､仮雇用 (Probat10n)され､次に､テ

ニュア ･トラック (3年)と続く｡カナダの場合､アメリカに比べて教員組合が強力であるo鍋

もってi璽′岩している｡オース トラリアもイギリスも厳格に基部を1設けているが,必ずしも､うま

くいっているとは限らない｡あまりにも厳格過ぎて.教Llはプレッシャーを感じている｡なぜな

ら､自らが教員としての資質を証明するのに､ ドキュメントをファイルしなければならないから

である｡

イギリスの SEDAは､教員の質保aT-のために膏邑定プログラムを作成しているが､ダ/i/ハウジ

ー大学の謎定むプログラムはどのように設定されているかとの質問に対して､カナダでもSEDA

のようなスタンダー ドを作城してはどうかとの芯兄が山されている｡ウィンザー ド大学 Alan

WrlghtがSEDAプログラムのメンバーで､近い将来､検討されるかもしれない｡

カナダの大学では､多様な雷思定むプロ//ラムを提供している.す-てのカナダの大学のCTLが

認定早さプログラムを提供しているわけではないが､たとえば､クイーンズ大学では ､Graduate

CertlflCateforSupervISIOnの認定恕プログラムを提供しているし､UBCは､CertlflCatefor

ScholarshipofTeachlngandLearnlngという教員のための認定言!宇プログラムを提供している｡

これらは､すべてコミュニティのニーズに対応こしたものである｡

1-2 Bon111eBest-FlemlI一gとJasmlneWalshへの聞き取り調査

本調査の大学教員の任用や昇進の実態を知るうえで､大学の内部で管理している担当者からの

F路は 取り調充は重要であるとの認冊から､CLT リン ･テイラーが標記の二人を紹介してくれた.

まず､二人について簡上削こ説明する｡Bo‡-nュeBest･Flemlngは､労働屈用公正担当オフィサー

(Emp一oymentEqu.tyOff]lCer)である｡彼女の名刺は点字入りであった｡JasmlneWalshは､大

学敏昭i引娼迦担当ディレクター (DLreCtOr,AcadelnlCStaffRelat10nS)で､大学数只の任用 ･昇

進などにZ楚Jして独自で調査して､学部学科および大学に意見を述べる部紫であって､二人に大学

内部の咋I捌こついて聞くことができた｡その内容は以下のとおりである｡

カナダでは､大学教員は ｢公務員(CIVllServant)｣ではなく､それぞれの州政府で雇用され､

大学が管理する｡大学間による格差はなく､公立大学として運営される｡大学の運営掛ま､州政

柄=からであるが､州政府が大学をj運営することはない｡

ダル-ウジ-大学は､約 850-900人のフルタイムの教員がいる｡教Llの身分は,誹師､助教

授､准教授､教授である｡一般的に､講 師の身分で屈用される場合は､PhDの学位を取不lfして

いない場合で､粥師として屈用され､学位取手l阜後に助教授に昇格するor労働協約｣では､喜推師と

して雇用できると規定されている｡講師の勘合､1-2の帥藻を担当するだけで､研究や管理遜′呂

の辞任はない.テニュア .トラックの雇用形態は､応初に､仮雇用 仲robat10n)され､次に.チ

ニュア ･トラック (3年)と続くDカナダの場合､アメリカに比べて教員組合が強力であるo約
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20種類の期限付き雇用に関する規定が ｢労働協約｣に含まれている｡各大学において教員の身分

(講師～教授)を決めることができるかであるが､カナダの大学では同じ名称を同じように使っ

ている｡

他にも､給与を支給されない特任教授 (AdjunctProfessor)のような名誉職もある｡教授資格

については､大学間で若干の違いはあるが､基本的には､Ph.D.の学位を取得していることが前

提条件である｡ 大学間や学部間で対応が違 うが､講師の場合は､Ph.D.の学位がなくても採用さ

れることがある｡ Ph.D.の学位取得後に助教授､准教授-と昇進するが､プロフェッショナル ･

スクールでは違った雇用形態を取っていて､Ph.D.の学位が標準ではなく､専門職の学位が求め

られる｡ たとえば､法律の場合は､法学博士(DoctorofLaw)のようである｡ ただし､テニュアを

取得するには､Ph.D.の学位が求められる｡ カナダでは､ヨーロッパに見られるような､大学教

授職の資格のためのスタンダー ドを求める動向はないのかとの質問に対して､現在､カナダ全体

で ｢資格｣のようなものは存在しない｡それは各大学や各学部が決めることである｡

新採用においても､どのような条件で､どのような資格のものを採用するかがあらかじめ公開

されるので､その基準に従って採用を決める｡その中では､候補者の研究業績や過去の基金獲得

状況などを評価して採用する｡ これは､大学あるいは学部がどのような教員を採用したいかとい

う､きわめて個人的なもので ｢スタンダー ド｣のようなものは存在しない｡｢資格｣として共通し

ていることは､Ph.D.の学位位を取得しているかどうかだけで､後は､候補者の業績の証拠的な

裏づけによって採用が決まる｡ 候補者の最低資格 (Ph.D.の学位を含む)の条件を満たしたもの

だけが､最終選考の選抜候補者リスト (ShortList)に入る｡ カナダでは､｢資格｣というような

標準的なものが存在しないので､各大学あるいは各学部が求める｢資格｣がスタンダー ドとなる｡

一般的には､学部が採用基準を決めるもので､大学としての基準はない｡

日本では､2008年にFDが義務化され､教員の教育力が問題になっている｡ 高校までは教員資

格が求められるが､大学の場合､大学設置基準では ｢研究｣と ｢教員｣の両方を求めているにも

かかわらず､研究重視に偏っている｡ そこで､文科省は諸外国ではこのような問題はないのか､

あるとしたら､それにどのように対応しているのかということに関心を持っているとの説明に対

して､ダルハウジー大学においても同じ問題に直面し､その克服のために ｢挑戦｣しているとの

ことであった｡優れた研究業績はあるが､ティーチングに欠陥がある場合がそうである｡ これは

表面化されていないが､学部によってはティーチングよりも ｢研究｣にウエイ トを置く傾向があ

る｡なぜなら､その方が､外部から研究資金を獲得してもらえるからである｡大学の評価も大学

院での指導や研究業績によるところが多いので､どうしても､ティーチングよりも研究を重視す

る傾向にある｡ そのために､ダルハウジー大学のような､CentreforLearningandTeachingが

20種類の期限付き雇用に関する規定が ｢労働協約｣に含まれている.各大学において教Dの身分

(講師～教授)を決めることができるかであるが､カナダの大学では同じ名称を同じように使っ

ている｡

他にも､給与を支給されない特任教授 仏d)unctProfessor)のような名誉職もある｡教授資格

については､大学間で若干の違いはあるが､益本的には､PhDの学位を取得していることが前

提条件であるo大学間や学部間で対応が違うが､E措師の場合は､PhDの学位がなくても採用さ

れることがある.PhDの学位取得後に助教授､准教授-と昇進するが､プロフェッソヨナル .

スクールでは違った雇用形態を取っていて､PhDの学位が標準ではなく､中門暇の学位が求め

られる｡たとえば､法子]主の場合は､法学博士O)octorofLaw)のようであるOただし､テニュアを

政符するには､PhDの学位が求められる｡カナダでは､ヨーロッパに見られるような､大学教

授職の資格のためのスタンダー トを求める動向はないのかとの質問に対して､現在､カナダ全体

で ｢資格｣のようなものは存在しない｡それは各大学や各学部が決めることである｡

新採J削こおいても､どのような条件で､どのような資格のものを採用するかがあらかじめ公開

されるので､その基判 こ従って採用を決める｡その中では､候補者の研究菜桁や過去の基金獲得

状況などを評価して採用する｡これは､大学あるいは学部がどのような教員を採用したいかとい

う､きわめて個人的なもので ｢スタング- ド｣のようなものは存在しない｡｢資格｣として共通し

ていることは､PhDの学位位を政鞘しているかどうかだけで､後は､候緋者の菜嬢の証拠的な

感づけによって採用が決まる.候補名の股低資格 (PhDの学位を含む)の条件を満たしたもの

だけが､収終-選考のi選抜候補者リス ト(ShortLISt)に入るoカナダでは､｢資格｣というような

標準的なものが存在しないので､各大学あるいは各学部が求める｢資格｣がスタンダー ドとなるC

一般的には､学部が採用基準を決めるもので､大学としての益準はない.

El本では､2008年にFDが兵務化され､教員の教育力が間魁になっている｡F.石校までは教員資

格が求められるが､大学の場合､大学殻位基準では ｢研究｣と ｢教1-1｣の両方を求めているにも

かかわらず､研究盃視に偏っている｡そこで､文科省は誰外国ではこのようなrH腰 はないのか､

あるとしたら､それにどのように対托こしているのかということに関心を持っているとの説明に対

して､ダルハウ./-大学においても同じ関越に直面し､その克服のために ｢挑峨｣しているとの

ことであった｡優れた研究恭給はあるが､ティーチングに欠陥があるyT"t合がそうである.これは

表面化されていないが､学部によってはティーチングよりも rf)f究｣にウエイ トをJHく慨向があ

る.なぜなら､その方が､外部から研究資金を獲得してもらえるからである｡大学の評価も大学

院での指導や研究黙概によるところが多いので､どうしても､ティーチングよりも研究を重視す

る傾向にある｡そのために､ダル-ウジー大学のような､CentreforLearnlngandTeachlngが

20椀類の期限付き屈用にr判する規定が ｢労働協約｣に含まれている.各大学において教員の身分

(冨井師～教授)を決めることができるかであるが､カナダの大学では同じ名称を同じように使っ

ている｡

他にも､給与を支給されない特任教授 仏dJunCtProfessor)のような名誉職もある｡教授資格

については､大学間で若干の違いはあるが､韮本的には､PhDの学位を取得していることが前

提条件であるO大学間や学部間で対応が違うが､講師の場合は､PhDの学位がなくても採用さ

れることがある.PhDの学位取得後に助教授､准教授-とi-]遊するが､プロフェッショナル .

スクールでは造った雇用形態を放っていて､PhDの学位が標準ではなく､呼門暇の学位が求め

られる｡たとえば､法印の場合は､法学博士(DoctorofLaw)のようである｡ただし､テニュアを

放縦するには､PhDの学位が求められる｡カナダでは､∃-ロソバに見られるような､大学教

授職の資格のためのスタンダー トを求める動向はないのかとの矧'3日こ対して､現在､カナダ全体

で r資格｣のようなものは存在しない｡それは各大学や各学部が決めることである｡

新採剛 こおいても､どのような条件で､どのような資格のものを採用するかがあらかじめ公開

されるので.その基準に従って採用を決める｡その中では､候補者の研究菜桁や過去の益金獲得

状況などを評価して採用する｡これは､大学あるいは学部がどのような教員を採用したいかとい

う､きわめて個人的なもので ｢スタンダ- ド｣のようなものは存在しない｡｢賢格｣として共通し

ていることは､PhDの学位位を取得しているかどうかだけで､後は､候緋者の菜節の証拠的な

衷づけによって採用が決まる｡候補者の放低資格 (PhDの学位を含む)の条件を満たしたもの

だけが､瓜終選考の選抜候榔者リス ト(ShortList)に入る｡カナダでは､｢資格｣というような

標準的なものが存在しないので､各大学あるいは各学部が求める｢資格｣がスタンダー ドとなるC

一般的には､学部が採用品準を決めるもので､大学としての益準はない｡

El本では､2008年にFDが弟耕化され､教員の教育力が間脳になっている.7.'.i校までは教員資

格が求められるが､大学の場合､大学設従t基準では ｢研究｣と ｢数日｣の両方を求めているにt)

かかわらず､研究志視に偏っている｡そこで､文科省は誰外国ではこのような問樹はないのか､

あるとしたら､それにどのように対比こしているのかということに関心を持っているとの説明に対

して､ダル/＼ウジ-大学においても同じ関越に直面し､その克服のために ｢挑搬｣しているとの

ことであった｡優れた研究燕続はあるが､ティーチングに欠陥がある葛を合がそうである｡これは

表面化されていないが､学部によってはティーチングよりも ｢研究｣にウエイ トを'Eく慨向があ

る.なぜなら､その方が､外部から研究資金を僻村してもらえるからである｡大学の評価も大学

院での指導や研究業績によるところが多いので､どうしても､ティーチングよりt)研究を重視す

る傾向にある.そのために､ダル-ウジー大学のような､CentreforLearnlngandTeachLngが
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必要になる｡

(写真)左からBonnieBest-Flemingと JasmineWalshと一緒に

カナダの大学だけでなく､日本､

韓国､中国などで取得した Ph.D.

の学位は､同じように評価される

のかとの質問に対して､労働雇用

公 正担 当オ フ ィサー (Bonnie

Best-Fleming)によれば､どの国

からの Ph.D.の学位でも同じよう

に評価 しているかどうかを監視

(Monitoring)するのが､私の仕

事であると説明してくれた｡評価

する側は､北米の大学からの Ph.D.の学位が優れていると見なす傾向にある｡ それは､研究仲間

や研究雑誌に影響されているからであって､海外の大学からの学位や言語によるハンディの違い

による ｢差別｣的な雇用が行われていないかモニターリングをしている｡

一般的に､教員公募が行われる場合､定年退職した後の補充人事か､あるいは新しいコースの

ための新規採用のときであるが､全く同じ人で補充するのではなく､コースだけでなく､｢長期的

(Long-range)｣視点に立って､候補者を探すことにしている｡ これは､学部 ･学科､そして教

育担当副学長 (Provost)レベルで協議され､財政的な側面も考慮される｡次に､学部レベルの逮

考委員会 (SearchCommittee)が設置され､公募が国内･国際的に行われる｡｢労働協約｣には､

リクルー トが国内のみならず､国際的にも行われることが規定されている｡ さらに､｢公正｣との

観点から､国内で公募が周知徹底されているかも確かめる｡ 選考委員は､同僚の中から人選され､

すべての選考の責任を負 う｡選考委員は､多様な意見が反映されるように､広く人選される｡そ

の中では､ジェンダーや人種の多様性も考慮される｡ すなわち､公正かどうかがあらゆる角度か

ら検討される｡公募が開始され､応募者の書類が届くと州政府の指示に従い､雇用の公平が遵守

されているかどうか､人種､ジェンダー､障害者などの視点から検討が加えられる｡候補者の業

績などを検討した後､最終選考のために3名程度の候補者リストを作成する｡最終候補者リスト

の中に ｢労働協約｣で規定された雇用平等対象者が含まれていない場合は､履歴書にもとづいて

比較し､正しい選択であるかどうかを確かめる｡ 学部は､最終候補者に人種､ジェンダー､障害

者などの該当者が含まれない場合は､｢労働協約｣で規定された対象者よりも､その候補者が優れ

ていることを証明しなければならない｡どのように厳正に選考しても､完全に偏見 (Bias)を取

り除くことはできないので､選考に当たって公正をきわめるために､ツールのようなものを作成

カナダの大学だけでなく､日本､

韓国､中国などで取得した PhD

の学位は､同じように評価される

のかとの質問に対して､9;働擢用

公 正担 当オ フ ィサー(Bonnle

Best-Flemlng)によれば､どの国

からの PhDの学位でも同じよう

に評価 しているかとうかを監視

(MonltOrlng)するのが､私の仕
(写真)左からBonnlt･Best-FlemlrLL･とJasmmeWa1Shと-緒に

布であると説明してくれた｡評価

する側は､北米の大学からの PhDの学位が優れていると見なす慨向にある｡それは､研究仲間

や研究雑%Jに膨響されているからであって､海外の大学からの学位や言語によるハンディの違い

による ｢差別｣的な雇用が行われていないかモニターリングをしている｡

一般的に､教fl公非が行われる場合､定年退職した後の補充人三拝か､あるいは新しいコースの

ための新規採用のときであるが､全く同じ人で補充するのではなく､コースだけでなく､｢長期的

(i,ong-range)｣視点に立って､候補者を探すことにしている.これは､学部 .学科､そして教

育担当副学長 (Provost)レ-ルで脇富誠'され､財政的な側面も考慮される｡次に､学部レ-ルの選

考委員会 (SearchCoLnmlttee)が設置され､公募が国内･国際的に行われるor労働協約｣には､

リクルー トが国内のみならず､国際的にも行われることが規定されている｡さらに､｢公正｣との

観点から､国内で公募‡が周知徹底されているかも捕かめる｡選考委員は､同僚の中から人選され､

すべての選考のff任を負う.選考委flは､多様な意見が反映されるように､広く人選されるoそ

の中では､シェンダーや人様の多様性も考慮される｡すなわち､公正かどうかがあらゆる角度か

ら検讃寸される｡公非がF凋始され､応多i:者のむ難が届くと州政府の指示に従い､雇用の公平が遵守

されているかどうか､人種､ジェンダー､障害者などの視点から検討が加えられる｡候補者の業

紋などを検討した後､戚終選考のために3名程度の候祁者リス トを作成する｡股終候郁者リス ト

の中に ｢ク;働協約｣で規定された擢用平等対象者が含まれていない場合は､履歴PJrにもとづいて

比較し､正しい選択であるかどうかを疎かめる｡学部は､瓜終候補者に入梅､シェンダー､障害

者などの該当者が含まれない場合は､｢労働協約｣で規定された対象者よりも､その候祁者が優れ

ていることを証明しなければならないCどのように厳正に選考してち.完全に偏見 (BlaS)を取

り除くことはできないので､選考に当たって公正をきわめるために､ツールのようなものを作成
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して一定の基準を保つようにしている｡ 偏見を避けるため､あらゆる可能な手段を講じてモニタ

ーリングが強化される｡

学部からの最終候補者のリストに問題がなければ､労働雇用公正担当オフィサーが署名して､

次のステージの教育担当副学長 (AcademicProvost)のところに書類が送られる｡もし､最終候

補者リストに納得できなければ､学部に差し戻したり､協議したり､変更させたり､追加させた

りすることになる｡最終候補者に問題がなければ､学部の選考委員によりインタビューが行われ

る｡ とくに､学部全体での公開プレゼンテーション (PublicPresentation)が行われる｡ 公開プ

レゼンテーションのためのフィー ドバック評価ツール (EvaluationFeedbackTool)が同僚教員

に配られる｡選考委員は､候補者の業績に精通しているが､同僚教員のフィー ドバックも参考に

なるので無視できない (Override)｡｢労働協約｣で規定された候補者 (DesignatedPersons)が

最終候補者に含まれているかどうかが検討され､排除されている場合は､正当な理由が求められ

る｡ 規定されている以外の候補者から選考する場合は､とくに優れていて､代替できないとの正

当な理由が必要である｡このプロセスを繰り返し､モニターリングがなされ､問題がなければ､

教育担当副学長のもとに書類が送られる｡

採用は､候補者の業績レベルに合致するものでなければならない｡たとえば､候補者が准教授

レベルであれば､学部の予算に関係なく､准教授レベルで雇用しなければならない｡採用時のポ

ジションが助教授や准教授レベルの場合は問題ないが､たとえば､公募で ｢講師～教授｣という

ような採用の方法は問題である｡なぜならば､講師レベルの候補者が教授レベルと競合すること

は不可能であるからである｡

労働雇用公正担当オフィスは学部から独立して､学長やプ ロポス ト(副学長)と直結している｡

このオフィスは雇用の公正が遵守されているかをモニターリングする｡ たとえば､学部が最終候

補者リストを決めても､すぐに候補者と連絡を取らせない｡労働雇用公正担当オフィスが､雇用

の公正さが遵守されているかどうかをチェックし､そのうえで候補者にインタビューのコンタク

トを取ることになる｡ そこでの仕事の内容は､｢公正 (Fairness)｣であるか否かのチェックであ

る｡たとえば､学部で Ph.D.の学位取得者を候補者として限定する場合があるが､取得者以外に

も同等の能力を有するものがいる場合もある｡さらに､学部が ｢助教授｣レベルを公募している

のに､｢教授｣が応募しているのは ｢公正さ｣に欠けるもので､教授を候補者に含めるべきではな

いと助言する｡公募ポストに明記された適切な候補者の応募であるかどうかがモニターリングさ

れる｡ このように､ダルハウジー大学の雇用人事は､学部に任せるのではなく､労働雇用公正担

当の独立したオフィスが ｢労働協約｣に規定された雇用機会均等が遵守されているかどうかを厳

しくモニターリングしている｡

して一定の基雛を保つようにしている｡偏見を避けるため､あらゆる可徒な手段を講じてモニタ

ーリングが強化される｡

学部からのぶ終候補者のリス トに間脳がなければ､労働雁用公正担当オフィサーが署名して､

次のステーソの教育担当副学長 (AcademlCProvost)のところにnt難が送られる｡もし､巌終候

補者リス トに納絹できなければ､学部に差し戻したり､脇詣…したり､変rkさせたり､迫力‖させた

りすることになる｡応終候補名に間抱がなければ､学部の選考委flによりインタヒュ-が行われ

る.とくに､学部全体での公開プレゼンテーション (PubllCPresentatlOn)が行われる.公開プ

レゼンテーションのためのフィー トバック評価ツール (Evaluat10nFeedbackTool)が同僚数日

に配られるO選考委員は､候補者の薬杭に精通しているが､同僚教員のフィー ドバックも参考に

なるので無視できない (Ovemde).｢労働協約｣で規定された候郁省 (DeslgnatedPersons)が

瓜終候補者に含まれているかどうかが検討され､排除されている場合は､正当な啓由が求められ

る｡規定されている以外の候補者から選考する場合は､とくに優れていて､代替できないとの正

当な理由が必要である｡このプロセスを繰り返し､モニターリングがなされ,PLH越がなければ､

教育担当副学長のもとに葺iF頬が送られるO

採用は､候補者の恭績レ-ルに合致するものでなければならない.たとえば､候補者が離教授

レ-ルであれば､学部の予罪に関係なく､准教授レ-ルで雇用しなければならない｡採用時のポ

シションが助教授や准教授レ-ルの場合は問題ないが､たとえば､公募‡で ｢講師～教授｣という

ような採用の方法は問超である｡なぜならば､講師レ-ルの候補者が教授レ-ルと競合すること

は不可能であるからである.

'93働雇用公正担当オフィスは学部から独立して､学長やプロポス ト(副学長)と直結しているC

このオフィスは擢用の公正が遵守されているかをモニターリングする.たとえば､学部が般終候

補名リス トを決めでも､すぐに候補者と連絡を放らせない｡労働稲用公正担当オフィスが､屈用

の公正さが遵守されているかどうかをチェックし､そのうえで候補者にインタヒューのコンタク

トを取ることになる｡そこでの仕事の内容は､｢公正 (FalrneSS)｣であるか否かのチェッ//であ

るOたとえば､学部で PhDの学位政村名を候補者としてIiR定する場合があるが､取得者以外に

も同等の能力を有するものがいる場合もある｡さらに､学部が ｢助教授｣レ-ルを公募している

のに､r教授｣が応募‡しているのは ｢公正さ｣に欠けるもので､教授を候補者に含めるべきではな

いと助言する｡公募芙ポス トに明言己された適切な候補者の応募であるかどうかがモニターリングさ

れる.このように､ダル/､ウジー大学の雇用人節は､学部に任せるのではなく,労働雇用公正抵

当の独立したオフィスが r,劣働協約｣に規定された雇用機会均等が遵守されているかどうかを厳

しくモニターリングしている｡
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ば雇用することができない｡連邦政府の外国人採用に関する規定をどこで探せば良いのかの質問

に対して､これは連邦政府の外国人雇用政策 (ForeignerRecruitmentPolicy)に規定されている

が､詳細なウェブサイ ト-のリンク情報をメールで提供してくれるとのことであった｡｢労働協約｣

と同じように､この外国人雇用政策に関するドキュメントは分厚くて簡単に読めない｡ダルハウ

ジー大学の最初の ｢労働協約｣は､1978年に作成されたもので､当時は､わずか50ページの長

さであった｡それが､現在では274ページになっている｡ それほど詳細に規定されている｡

アメリカの大学では卒業生を同じ大学で雇用しない傾向にあるが､カナダでもそうなのかの質

問に対して､カナダの場合は､雇用委員会は候補者の力量と広範囲な人選に重点を置いているの

で､必ずしも､卒業生を排除するようなことは基本的にない｡

質問項目の大学教員の昇進 (Promotion)についてであるが､これは､テニュア･システムと同

じ手続きである｡学部の中で昇進委員会が設置され､そこで手続きが行われる｡候補者から提出

されたティーチング･ドシエーを委員会が審査する｡ 審査上のスタンダー ドは2通りある｡ 昇進

の場合は､｢過去の業績｣が中心になるが､テニュアの場合は､｢将来の可能性｣が重視される｡

ティーチング ･ドシエーの内容が問われる｡ 担当科目､スカラーシップ､効果的なティーチング

(TeachingEffectiveness)､そして ｢同僚間の関係 (Collegiality)｣が評価基準 (Criteria)とな

る｡ 昇進基準の一つに､｢同僚間の関係｣がというのがあるが､これをどのように評価できるのか

説明してもらった｡これには､誰もが関心をもつもので､基本的には､同僚とうまくやっている

かということであるが､このことを証拠で裏づけることは困難である｡ 一般的には､委員会など

-の積極的な出席し､協力的であるかなどが考えられる｡学部での議論や協議に無償で参加する｡

教授会などでボランティア的に貢献 していることが認められるなどが､｢同僚間の関係

(Collegiality)｣の証拠となる｡ また､誠実さ (PersonalIntegrity)や専門的資格 (Professional

Qualification)も含まれる｡

昇進のタイミングは､候補者が決めることで学部長ではない｡昇進の時期について学部長が示

唆することもあるが､それは､あくまでもインフォーマルにおいてである｡ 昇進委員会は､候補

者のティーチング ･ドシエーを審査して､問題がなければ､学部長に推薦し､学部長がさらにド

シエーを審査する｡そこで問題がなければ､学長に送られ､最終的に承認される｡たとえ､学部

長や学長レベルで否認されたとしても､｢審問委員会 (HearingCommittee)｣が審査して判断さ

れる｡准教授から教授-の昇進には､たとえば､一定の期間が求められるが､候補者で優れた莱

績を有するものは､短期に昇進を可能にすることもできる｡ しかし､これはあくまでも候補者か

ら申請するものである｡たとえば､他大学ですでにテニュアを獲得した教授を雇用する場合､学

部長はその旨を教授会で審議して､その結果を踏まえて､候補者に連絡を取る｡

ば雇用することができない｡連邦政府の外国人採用に関する規定をどこで探せば良いのかの質問

に対して､これは連邦政府の外国人雇用政策 (ForeignerRecrultmentPollCy)に規定されている

が､詳細なウェブサイ ト-のリンク情報をメールで提供してくれるとのことであった｡r労働協約｣

と同じように､この外国人雇用政策にrP】するドキュメントは分厚くて簡単に就めない｡ダルハrl)

シー大学の成初の ｢労働協約｣は､1978年に作成されたもので､当時は､わずか50ページの長

さであった｡それが､現在では274ペ-シになっているOそれほど詳細に規定されている｡

アメリカの大学では卒恭生を同じ大学で雇用しない傾向にあるが､カナダでもそうなのかの質

問に対して､カナダの場合は､雇用委員会は候補者の力出と広範幽な人選に重点をiEtいているの

で､必ずしも､卒業生を排除するようなことは基本的にない｡

質問項目の大学教員の月進 (Promotion)についてであるが､これは､テニュア システムと同

じ手㌫三きである｡学部の中で昇進委員会がT&'uEされ､そこで手続きが行われる｡候補者から提出

されたティーチング･ドシューを委員会が審査する｡粛査上のスタンダー ドは2通りある｡3-1進

の場合は､｢過去の菜杭｣が中心になるが､テニュアの場合は､｢将来の可徳性｣が重視される.

ティーチング･ドシエーの内容が問われるO担当科El､スカラーンップ､効鵜的なティーチング

(TeachlngEffectlVeneSS)､そして ｢同僚｢EF】のI捌系 (Coueglallty)｣が評価益準 (Crlterla)とな

る.3-1進基経の一つに､｢同僚I''jJの関係｣がというのがあるが､これをどのように評価できるのか

説明してもらった｡これには､誰もが関心をもつもので､基本的には､同僚とうまくやっている

かということであるが､このことを詐拠で姦づけることは困難である.一般的には､委員会など

-の横棒的な出席し､協力的であるかなどが考えられる｡学部での弦論や施政に無位で参加するo

教授会などでボランティア的にfi献 していることが認められるなどが､r同伯問の関係

(Coueglallty)｣の評拠となる.また､誠実さ (PersonalIntegrity)や中門的資格 (ProfesslOnal

Quallficat10n)も含まれる｡

昇進のタイミングは､候補者が決めることで学部長ではない｡昇進の時期について学部長が示

唆することもあるが､それは､あくまでもインフォーマルにおいてである.昇進委員会は､候榔

名のティーチング.ドシエーを藤査して､間勉がなければ､学部長に推恭し､学部長がさらに ド

1/エーを番杢する｡そこで問題がなければ､学長に送られ､股終的に承認される｡たとえ､学部

長や学長レ-ルで否認されたとしでも､｢酎 H倭 貝会 (HearlngCommittee)｣が審査して判断さ

れる｡准教授から教授-の昇進には､たとえば､一定の期間が求められるが､候補者で優れた莱

績を有するものは､短期にP進を可能にすることもできる｡ しかし､これはあくまでも候補者か

ら申服するものであるOたとえば､他大学ですでにテニュアを獲得した教授を雇用するya,L合､学

部長はその旨を教授会で審鵠して､その結果を踏まえて､候補者に連絡を放る｡



41

1-3.SuzanneLe-MarySheffieldへの聞き取り調査

SuzanneLe-MarySheffield(AssociateDirector,Programs)は､ダルハウジー大学CLTでプ

ログラムを担当している｡ ダルハ ウジー大学には､大学院生のための認定書プログラム

(CertificateProgramforGraduateStudents)があるが､教員のための認定書プ ログラムは行っ

ていない｡このプログラムに関する趣旨､手続きに関するファイルをもらった｡この中には､申

込書 仏pplication)も含まれている｡同CLTでは､現在､パイロット調査を実施しているという

ことで､詳細な聞き取り調査を行った｡この調査は､プログラムの申請時､プログラムの修了時､

そしてプログラム修了後 18ケ月の時点でのインタビュー調査を通して､プログラムの効果を測

定する試みである2｡これまでの調査結果から､同プログラムを履修したことで､ティーチングや

ラーニング-の関心が深まり､良い結果が表れているという｡また､申込書の質問項目には､ど

のようにしてこのプログラムを知ったかという問いがあるが､広く掲示しているにもかかわらず､

友達から伝え聞いたという回答も見られ､効果も表れている｡

プログラムは､これまで 3年間教えられているもので､彼女も教えて 2年になる｡ 年間に 20

-30の院生を募集する｡ 院生が履修したコース名と認定書の授与は､成績証明書 (University

≠anscript)に記録される｡ プログラムは､ティーチングに関する理論と実践から構成される｡

これまで､多くの院生が同プログラムの認定書が授与されているが､大半はアカデミック ･フ

ィール ド以外の職業に就いている｡ これは､別の側面から見れば､認定書プ ログラムに院生がど

のような関心をもったかを知る上でも効果的な測定といえる｡ 興味あることは､彼らが将来どの

ような職業に就こうとも､何らかの ｢ティーチング｣に関わるということである｡ したがって､

彼らからのフィー ドバックは､認定書プ ログラムを評価するうえで価値あるものである｡ 認定書

プログラム修了後 18ケ月ではインタビュー調査をするので､アカデミック ･フィール ド以外の

仕事に就いた修了生からのフィー ドバックももらうことができる｡ この調査結果は､ トロント大

学で5月に開催される院生プログラムに関する学会で報告される とのことであった3｡

2この取り組みの中間報告については､LynnTaylorが､北海道大学のシンポジウムで報告した｡詳細は､K.LynnTaylor,

"GraduateTeachingAssistantTraining(andDevelopment)ataResearchUniversity:TheCaseofDalhousieUniversity,"

InternationalSymposiumonProfessionalDevelopmentinHigherEducation/Proceedings,HokkaidoUniversity,July30131,

2009を参照｡

3発表のタイ トルは､"DeepLearninginaCertificateinUniversityTeachingandLearningProgramforGraduateStudents"

で､学会名は､"NavigatingYourPath-ExploringandSupportingTeachingAssistantandGraduateStudentsDevelopment,

"May6-7,2011,UniversityofTorontoである｡

1-3 SuzanneLe･MarySheffield-の聞き取り調査

SuzanneLe･MarySheffleld(AssoclateDlreCtOr,Programs)は､ダル-クジー大学 CLT でプ

ログラムを担当 している. ダル- ウジー大草には､大学院生のための護監定むプ ログラム

(CertlficateProgram forGraduateStudents)があるが､教員のための誰定むプロ//ラムは行っ

ていないOこのプログラムに関する趣旨､手続きに関するファイルをもらった｡この中には､申

込弓!ぎ仏ppllCat10n)も含まれている｡同CLTでは､現在､パイロット調査を実施 しているという

ことで.詳細なI朴き取り調査を行ったCこの調査は､プログラムの申循時､プログラムの修了時､

そしてプログラム修了後 18ヶ月の時点でのインタビュー調査を通 して､プログラムの効果を測

定する部みである2.これまでの朋査結氷から､同プログラムを履修したことで､ティーチングや

ラーニング-のL業トL､が深まり､良い結氷が穀れているという｡また､申込むの空引tl】項Elには､ど

のようにしてこのプログラムを知ったかという問いがあるが､広く掲示 しているにもかかわらず､

友達から伝えF比Jいたという回答も見られ､効火も表れている｡

プログラムは､これまで 3年問教えられているもので､彼女も教えて 2年になる0年間に 20

-30の院生を多吉兆する｡院生が履修したコース名と認定むの授与は､成紙giE明む (UnLVerSlty

Transcrlpt)に記録される｡プログラムは､ティーチングに関する晋鴨と実践から構成される.

これまで､多くの院生が同プログラムの認定空手が授与されているが､大半はアカデミック ･フ

ィー/i,ド以外の職英に就いている｡これは､別の側面から見れば､認定かプログラムに院生がど

のような関心をt)つたかを知る上でも効果的な測定といえる｡興味あることは､彼らが将来どの

ような職菜に就こうとも､何らかの rティーチング｣に関わるということである｡ したがって､

彼らからのフィー ドバックは､誰定むプログラムを評価するうえで佃日直あるものである.認定朽

プログラム修了後 18ヶ月ではインタビュー関盃をするので､アカデミック ･フィール ド以外の

仕事に就いた修了生からのフィー トパ ックももらうことができる｡この調査結巣は､ トロン ト大

学で5月に開催される院生プログラムに関する学会で報告される とのことであった3｡

2この放り組みのEf】問報告については､LynnTay】orが､北海道大学の/ンポジウムで報告 した｡土を細は､K Lyrm Tay]or.

G'adt]ateTcachlngAssIStantTralr"ng(and1)eveLopmcTlt)atLLResearchUn]vers】tyTheCaseOrL)aJhousICUn)vcrslty,"

lntemaL)Ona)Sympos】umonProrcssLOl18日)cvc)opmentLnHlghcrT∃ducaLl()TJPrcK,eCdLngS.HokkaldoUmversLty.au】y30131,

2009を参雌｡

3発我のタイ トルは､''l)ecpLLはrn]nglnaCcrt】flCatelTIUnlVCrSLty'lbt'chlngilndlJeLL'mTlgt'rogramrOrGはduilteStudents'

で､学会釦 ま､"NtLV)gatlngYourl)ath-L:xpLorLngimdSupprtlTtgTcaChlngAssIStLLntandGTAduat(･Sttld(･ntsDevelopment,

"May67,2011,UnlvCrSltyOrrrbrontoである｡
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認定書プログラムは､どの大学でも実施していることなので､評価について尋ねると､大抵は

｢良かった｣との表面的な答えしか返ってこない｡ところが､ダルハウジー大学の場合は､申請

時､修了時､修了後 18ケ月の 3つの時点で具体的に調査しているので､認定書プ ログラムにつ

いて履修者から多面的なフィー ドバックを得ることができ､其の効果を測定することが可能であ

る｡

これは､今後の研究調査のための重要なデータを提供することになる｡ 手法として､申請時と

修了時にアンケー ト調査を行い､修了後 18ケ月にインタビュー調査を行 う｡インタビュー調査

は､客観性の観点から別の助手が担当している｡認定書プ ログラムを履修する期間は､院生の研

究や卒業単位の履修状況にもよるが､大体 1年半～2年である｡これだけの長い期間があれば､

十分なリフレクションができる｡ 履修上の制限というものは設けていないが､卒業までには認定

書プ ログラムを修了しなければならない｡修了後 18ケ月に行 うインタビュー調査の質問項目に

は､基本的な質問項目に加えて､現在の職業の地位についても尋ねている｡ 重要な発見は､認定

書プログラムが就職のために役立ったというよりも､就職後に役立ったとの回答が見られたこと

である｡

また､アカデミック ･ポジションに就いたものは､ティーチングについて自信をもっことがで

きたと回答している｡ 18ケ月後に行われるインタビュー調査は､認定書プログラムをリフレクシ

ョンさせることに貢献している｡ たとえば､認定書プ ログラムを修了したことで､ティーチング

がうまくなったという回答よりも､問題に直面したときに､どこに行けば的確な解決が得られる

かの情報収集と修了生同士の学問分野の垣根を越えたネットワークとして役立ったとの評価に繋

がっている｡ 認定書プ ログラムでは､ティーチング ･ドシエーを書かせるので､自らのティーチ

ング ･フィロソフィーについて考えることができるようになる｡

認定プ ログラムの講義は､冬学期に1回､木曜日の夜 (午後 5時30分から8時30分)に開講

される｡ なぜ､3程度講義を開講しないのかと尋ねられるが､根本的な理由は人的資源の問題で

ある｡ ダルハウジー大学の認定書プログラムの授業での履修生のプレゼンテーションは､スカラ

ーシップに関する文献の紹介で､其のティーチングの側面が欠ける｡したがって､マイクロティ

ーチングの経験は不可欠である｡ プログラムでのプレゼンテーションは､｢研究｣の視点に立っも

ので､一側面に過ぎない｡実際の教室での授業は､緊張し､｢怖い｣ものである｡ なぜなら､学生

からのフィー ドバックは真剣なものだからである｡ 同じ履修者同士の授業のフィー ドバックなら

ば､表面的で ｢良くできた !｣のジェスチャーに過ぎない｡そうでないと､自分の番がきたとき

に ｢仕返し｣が怖いからである｡ マイクロティーチングの重要性が指摘されたが､その場合､担

当教員の指導が必要になると思われれば､担当教員は一定の ｢資格｣あるいは ｢トレーニング｣

認定ミ!ぎプログラムは､どの大学でも実施していることなので､評価について尋ねると,大抵は

｢良かった｣との表面的な答えしか返ってこない.ところが､ダル-ウン-大学の場合は､申昏F'i

時､修了時､修了後 18ケ月の 3つの時点で具体的に調査しているので､雷巳定むプログラムにつ

いて履修者から多面的なフィー ドバックを得ることができ､ftの効鵜を測定することが可能であ
る｡

これは､今後の研究調査のための血安なデータを提供することになる｡手法として､申訂i時と

修了時にアンケー ト調査を行い､修了後 18ヶ月にインタヒュー調査を行う｡インタヒュ-朋盃

は.客観性の観点から別の助手が担当している｡認定P_fプログラムを履修する期問は､院生の研

究や卒業単位の履修状況にもよるが､大体 1年半～2年である｡これだけの長い期間があれば､

十分なリフレクソヨンができる｡履修上の制限というものは設けていないが､卒業までには認定

黙プログラムを修了しなければならないO修了後 18ケ月に行うインタヒュー調査の乍引tl】項EIに

は､基本的な質問項目に加えて､現在の職業の地位についても尋ねている｡韮嬰な発見は､認定

宰Fプログラムが就職のために役立ったというよりも､就職後に役立ったとの回答が見られたこと

である｡

また､アカデミック･ポシションに就いたものは､ティーチングについて自信をもっことがで

きたと回答している.18ケ月後に行われるインタヒュー調査は､認定空手プログラムをリフレクシ

ョンさせることにIil献しているOたとえば､認定空手プログラムを修了したことで､ティーチング

がうまくなったという回答よりも､間越に直面したときに､どこに行けば的柿な解決が符られる

かの惜報収躯と修了生同士の学問分野の垣根を越えたネットワークとして役立ったとの評価に繋

がっている｡認定P_さプログラムでは､ティーチング･ドンエーを空手かせるので､自らのティーチ

ング･フィロソフィーについて考えることができるようになる｡

認定プログラムの言揮発は､冬学期に 1回､水師川 の夜 (午後5時30分から8時30分)に開喜推

される｡なぜ､3程度講義を開講しないのかと尋ねられるが､根本的な啓由は人的資沢の関越で

ある｡ダ/i,-ウジー大学の認定軒プログラムの授英での履修生のプレゼンテーンヨンは､スカラ

ーシップに関する文献の紹介で､英のティーチングの側面が欠けるo Lたがって､マイクロティ

ーチングの経験は不可欠である｡プログラムでのプレゼンテーションは､｢研究｣の視点に立つも

ので､一側面に過ぎない｡実際の教室での投射 ま､緊粧し､｢怖い｣ものである.なぜなら､学生

からのフィー ドバックは真剣なものだからである｡同じ履修者同士の授業のフィー ド/くックなら

ば､表面的で ｢良くできた r｣のジェスチャーに過ぎない｡そうでないと,自分の燕がきたとき

に ｢仕返し｣が怖いからであるOマイクロティーチングの重要性が指摘されたが､その場,L合､担

当教員の指導が必安になると思われれば､担当教員は一定の ｢資格｣あるいは ｢トレーニング｣




